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野村真理教授　略歴と研究業績一覧

略　　歴

１９７２年４月　　埼玉大学理工学部数学科入学

１９７６年３月　　同　卒業

　　　４月　　一橋大学社会学部入学

１９７９年３月　　同　退学

　　　４月　　一橋大学大学院社会学研究科修士課程入学

１９８１年３月　  同課程修了
　　　４月　　一橋大学大学院社会学研究科後期博士課程進学

１９８３年３月　　同課程退学

１９８３年４月から１９８９年３月まで　　一橋大学社会学部助手

１９８９年４月から１９９６年３月まで　　金沢大学経済学部助教授

１９９６年４月から２００８年３月まで　　金沢大学経済学部教授

２００８年４月から２０１９年３月まで　　金沢大学人間社会研究域経済学

　　　　　　　　　　　　　　　　経営学系教授

１９７６年３月　理　　学　　士：埼玉大学

１９８１年３月　社会学修士：一橋大学

１９９４年７月　博士（社会学）：一橋大学

主要研究業績

著書

『隣人が敵国人になる日 　　 第一次世界大戦と東中欧の諸民族』人文書院，
２０１３年。

『ホロコースト後のユダヤ人 　　 約束の土地は何処か』世界思想社，２０１２年。

－２３７－
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－２３８－

『ガリツィアのユダヤ人 　　 ポーランド人とウクライナ人のはざまで』人
文書院，２００８年。

『ウィーンのユダヤ人 　　 １９世紀末からホロコースト前夜まで』御茶の水
書房，１９９９年。

『西欧とユダヤのはざま 　　 近代ドイツ・ユダヤ人問題』南窓社，１９９２年。

共著・共編著（書籍に収録された論文あるいは学術エッセイは，ここに分類した。）

山室信一編『人文学宣言』ナカニシヤ出版，２０１９年，所収「歴史の前に立ちつ

くして」

Yuu Nishimura and Mari Nomura（ed.）, Polish-Jewish Relations and Anti-
Semitism in Interwar Poland. Proceedings of the International Seminar, Kyoto, 
January 7 8, 2018, Kanazawa University, ２０１８.
橋本伸也（編）『せめぎあう中東欧・ロシアの歴史認識問題 　　 ナチズムと
社会主義の過去をめぐる葛藤』ミネルヴァ書房，２０１７年，所収「ルーマニア

にホロコーストはなかった？ 　　 ルーマニアの民族浄化」
Yuu Nishimura and Mari Nomura（ed.）, Yiddishism and Creation of the Yiddish 
Nation. Proceedings of the International Workshop, Tokyo, January 7 and Kyoto, 
January 9, 2017, Kanazawa University, ２０１７.
赤尾光春・向井直己（編）『ユダヤ人と自治 　　 中東欧・ロシアにおけるディ
アスポラ共同体の興亡』岩波書店，２０１７年，所収「正義と不正義の境界 　　
ナチ支配下ウィーンのユダヤ・ゲマインデ」

志摩園子（編）『ラトヴィアを知るための４７章』明石書店，２０１６年，所収「リー

ガのユダヤ人 　　 ユダヤ人とラトヴィア人の微妙な関係」
藤原辰史（編）『第一次世界大戦を考える』共和国，２０１６年，所収「民族自決の

うねりと新たな火種」「二つの帝国崩壊と国籍問題」

Commentary: History and Memory Conflicts : A Comparison of Germany and 
Japan to the Regions of Eastern Europe and East Asia, in : Nobuya Hashimoto 
（ed.）, Politics of Histories and Memories and Conflicts in Central and East 
European Countries and Russia, Kwansei Gakuin University, ２０１５。
山室信一，他（編）『現代の起点　第一次世界大戦　４　遺産』岩波書店，
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２０１４年，所収「帝国崩壊と東中欧の民族的再編の行方」

大津留厚，他（編）『ハプスブルク史研究入門 　　 歴史のラビリンスへの招
待』昭和堂，２０１３年，所収「ハプスブルクのユダヤ人」

Rattenfänger von Hameln oder : Die verschwundene Welt der Deutschbalten, in: 
Tokimasa Sekiguchi（ed.）, From Krakow to Vilnius. Report of the 2nd Interna-
tional Itinerant Seminar“Common Heritage of the Eastern Borderland of Europe”
(2010), Tokyo University of Foreign Studies, ２０１３.
篠原琢（編）『ヨーロッパ東部境界地域の共有遺産研究　１　ガリツィア』，

東京外国語大学，２０１１年，所収「ガリツィアを語ることの困難について」

臼杵陽（監修）『シオニズムの解剖 　　 現代ユダヤ世界におけるディアスポ
ラとイスラエルの相克』人文書院，２０１１年，所収「カタストロフィ・シオニ

ズム 　　 ホロコースト後のユダヤ人DP（Displaced Persons）」
弁納才一・鶴園裕（編）『東アジア共生の歴史的基礎 　　 日本・中国・南北
コリアの対話』御茶の水書房，２００８年，所収「二つの顔を持つ国 　　 第二次
世界大戦後オーストリアの歴史認識とユダヤ人犠牲者補償問題」

川越修・植村邦彦・野村真理（編）『思想史と社会史の弁証法』御茶の水書房，

２００７年，所収「検証１９４１年リヴィウのポグロム」

西成彦・高橋秀寿（編）『東欧の二〇世紀』人文書院，２００６年，所収「何も終

わっていない 　　 東ガリツィアにおけるホロコーストの記憶をめぐって」
野村真理・弁納才一（編）『地域統合と人的移動 　　 ヨーロッパと東アジア
の歴史・現状・展望』御茶の水書房，２００６年，所収「近現代ヨーロッパにお

ける地域統合と人的移動 　　 歴史的概観」（中島健二氏と共同執筆），「自国
史の検証 　　 リトアニアにおけるホロコーストの記憶をめぐって」
大津留厚（編）『中央ヨーロッパの可能性 　　 揺れ動くその歴史と社会』昭
和堂，２００６年，所収「失われた世界へ 　　 東ガリツィアの戦間期からホロ
コーストまで」

若尾祐司・井上茂子（編）『近代ドイツの歴史 　　 １８世紀から現代まで』ミネ
ルヴァ書房，２００５年，所収「東欧ユダヤ人」

望田幸男・村岡健次（監修）『民族』ミネルヴァ書房，２００３年，所収「恩讐の彼

方 　　 東ガリツィアのポーランド人・ユダヤ人・ウクライナ人」
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「月刊みんぱく」編集部（編）『キーワードで読みとく世界の紛争』河出書房新

社，２００３年，所収「ヨーロッパでなぜユダヤ人は嫌われたのか」

森明子（編）『歴史叙述の現在 　　 歴史学と人類学の対話』人文書院，２００２
年，所収「歴史叙述の主体性と責任」

慶應義塾大学経済学部（編）『マイノリティからの展望』弘文堂，２０００年，所

収「ショアーのあとで 　　 ユダヤ人解放の論理と倫理」
石塚正英（編）『ヘーゲル左派と独仏思想界』御茶の水書房，１９９９年，所収「ユ

ダヤ人問題 　　 西欧とユーデントゥームのはざま」
石塚正英（編）『ヘーゲル左派：思想・運動・歴史』法政大学出版局，１９９２年，

所収「後期モーゼス・ヘスにおける民族的世界の復権」

大江一道，他（編）『歴史のなかの子供たち　第２巻　がんばったはなし』大

月書店，１９９０年，所収「煙突掃除の子供たち」

田中浩（編）『現代世界と国民国家の将来』御茶の水書房，１９９０年，所収「初期

マルクスの国家像」

川名隆史・篠原敏昭・野村真理『路上の人びと 　　 近代ヨーロッパ民衆生
活史』日本エディタースクール出版部 ，１９８７年。
良知力・廣松渉編『ヘーゲル左派論叢　第３巻  ユダヤ人問題』御茶の水書房，
１９８６年，所収「ヘーゲル左派とユダヤ人問題」

西川正雄（編）『ドイツ史研究入門』東京大学出版会，１９８４年，所収「ユダヤ人

と反セミティズム・近代」（良知力氏と共同執筆）

論文・研究ノート

「ミンスクのホロコースト 　　 ユダヤ人抵抗運動の成果と限界（後篇）」『金
沢大学経済論集』第３９巻第２号，２０１９年。

「ミンスクのホロコースト 　　 ユダヤ人抵抗運動の成果と限界（前篇）」『金
沢大学経済論集』第３９巻第１号，２０１８年。

「ユダヤ人ネットワークの実像と虚像 　　「世界イスラエル連合」から『シ
オンの賢者の議定書』へ」『東欧史研究』第３８号，２０１６年。

「ホロコーストとルーマニア（後篇）」『金沢大学経済論集』第３６巻第２号，

２０１６年。
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－２４１－

「ホロコーストとルーマニア（前篇）」『金沢大学経済論集』第３６巻第１号，

２０１５年。

「満洲 　　 ロシア人・ユダヤ人・日本人の交錯」『ユダヤ・イスラエル研究』
第２９号，２０１５年。

「ナチ支配下ウィーンのユダヤ人移住におけるウィーン・モデルとゲマイン

デ」『ユダヤ・イスラエル研究』第２８号，２０１４年。

「近親憎悪？　ウィーンのイディッシュ」『立命館　言語文化研究』第２５巻第

４号，２０１４年。

「１９４１年リーガのユダヤ人とラトヴィア人 　　 ラトヴィア人のホロコース
ト協力をめぐって（後篇）」『金沢大学経済論集』第３０巻第２号，２０１０年。

「１９４１年リーガのユダヤ人とラトヴィア人 　　 ラトヴィア人のホロコース
ト協力をめぐって（前篇）」『金沢大学経済論集』第３０巻第１号，２００９年。

「杉原ビザとリトアニアのユダヤ人の悲劇」『歴史と地理：世界史の研究』山

川出版社，第５８１号，２００５年。

「ガリツィア・ユダヤ人の窮乏 　　 ヨーゼフ時代を中心に柑」『金沢大学経
済学部論集』第２３巻第２号，２００３年。

「ガリツィア・ユダヤ人の窮乏 　　 ヨーゼフ時代を中心に」『金沢大学経済
学部論集』第２３巻第１号，２００２年。

「ウィーンのユダヤ人 　　 同化と異化のはざまで」『歴史学研究』第７５５号，
２００１年。

「フェルキッシュ・ナショナリズムの行方」『現代思想』２００１年７月号。

研究ノート「歴史的用語としての『市民』」『金沢大学経済学部論集』第２１巻第

１号，２００１年。

「戦間期ウィーンのユダヤ人社会桓」『金沢大学経済学部論集』第２０巻第１号，

２０００年。

「戦間期ウィーンのユダヤ人社会柑」『金沢大学経済学部論集』第１９巻第２号，

１９９９年。

「戦間期ウィーンのユダヤ人社会」『金沢大学経済学部論集』第１９巻第１号，

１９９８年。

「第一次世界大戦後オーストリアにおけるガリツィア・ユダヤ人の国籍問
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題」『金沢大学経済学部論集』第１６巻第２号，１９９６年。

「レムベルクのユダヤ人」『ユダヤ・イスラエル研究』第１５号，１９９６年。

「戦間期オーストリアの反ユダヤ主義　１９１８-１９２５」『金沢大学経済学部論
集』第１６巻第１号，１９９５年。

「半アジアからサラエヴォによせて」『現代思想』１９９５年７月号。

「第一次世界大戦期オーストリアの戦争難民問題柑」『金沢大学経済学部論

集』第１５巻第２号，１９９５年。

「第一次世界大戦期オーストリアの戦争難民問題敢」『金沢大学経済学部論

集』第１５巻第１号，１９９４年。

「ゼーリヒのために 　　 戦間期ウィーンのユダヤ人」『現代思想』１９９４年１２
月号。

「『ハプスブルク神話』と世紀末ウィーンのユダヤ人」『金沢大学経済学部論

集』第１２巻第２号，１９９２年。

「ドイツ・ユダヤ人と東欧ユダヤ人問題　１９１４-１９３３ 柑」『金沢大学経済学部
論集』第１１巻第２号，１９９１年。

「ドイツ・ユダヤ人と東欧ユダヤ人問題　１９１４-１９３３ 敢」『金沢大学経済学部
論集』第１１巻第１号，１９９０年。

「ハインリヒ・グレーツにおけるユダヤ的アイデンティティの諸問題」『社会

思想史研究』第１４号，１９９０年。

「自由主義的ユダヤ人解放論とシオニズム」『社会思想史研究』第１３号，１９８９年。

「西欧とユーデントゥームのはざま」『歴史学研究』第５９４号，１９８９年。

「ドイツ三月前期におけるヨーロッパ中心主義的反ユダヤ主義」『歴史学研

究』第５８５号，１９８８年。

「シオニズム草創期の西欧における東欧ユダヤ人の影」『一橋論叢』第１００巻

第２号，１９８８年。

「三月前期ウィーンの大衆的貧困と救貧制度」『一橋論叢』第９７巻第１号，

１９８７年。

研究ノート「三月前期ウィーンのユダヤ人社会」『東欧史研究』第９号，１９８６年。

「後期モーゼス・ヘスにおけるユダヤ民族への回帰をめぐって」『一橋論叢』

第９３巻第５号，１９８５年。
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修士論文「モーゼス・ヘスの歴史哲学とユーデントゥーム」一橋大学，１９８１年。

翻訳

（西村木綿・田中壮泰氏と共訳）メレフ・ラヴィッチ「夜明けの皇帝」『ナマー

ル』第２３号，２０１８年。

（鈴木隆雄氏，他と共訳）ユーリウス・H・シェプス（編）『ユダヤ小百科』水
声社，２０１２年。

（共訳）小林勝（編集責任）『ローザ・ルクセンブルク全集　第１巻』御茶の水

書房，２０１２年。

メンデル・ノイグレッシェル『イディッシュのウィーン』松籟社，１９９７年。

（共訳）カール・マルクス『資本論草稿集２　１８５７-５８年の経済学草稿第２分
冊』大月書店，１９９３年。

（篠原敏昭氏，他と共訳）良知力・廣松渉編『ヘーゲル左派論叢　第３巻　ユ

ダヤ人問題』御茶の水書房，１９８６年。

書評・新刊紹介

「清水陽子『ユダヤ人虐殺の森 　　 リトアニアの少女マーシャの証言』（群
像社，２０１６年）」『ユダヤ・イスラエル研究』第３１号，２０１７年。

「ノーマン・M・ナイマーク『民族浄化のヨーロッパ史 　　 憎しみの連鎖の
２０世紀』（山本明代訳，刀水書房，２０１４年）」『西洋史学』第２５７号，２０１５年。

「長田浩彰『「境界に立つ市民」の誇り 　　 ユダヤ人を家族に持つナチ時代
のアーリア人作家クレッパー』（丸善出版，２０１４年）」『ユダヤ・イスラエル研

究』第２８号，２０１４年。

「長田浩彰『われらユダヤ系ドイツ人 　　 マイノリティから見たドイツ現
代史１８９３-１９５１』（広島大学出版会，２０１１年）」『ユダヤ・イスラエル研究』第２５
号，２０１１年。

「武井彩佳『ユダヤ人財産はだれのものか 　　 ホロコーストからパレスチ
ナ問題へ』（白水社，２００８年）」日本ドイツ学会『ドイツ研究』第４４号，２０１０年。

「スティーヴン・ベラー『世紀末ウィーンのユダヤ人１８６７―１９３８』（桑名映子

訳，刀水書房，２００７年）」『西洋史学』第２３３号，２００９年。
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「スティーヴン・ベラー『世紀末ウィーンのユダヤ人１８６７―１９３８』（桑名映子

訳，刀水書房，２００７年）」『週刊読書人』２００８年５月１６日号。

「フェリクス・ティフ（編）『ポーランドのユダヤ人 　　 歴史・文化・ホロコー
スト』（阪東宏訳，みすず書房，２００６年）」『ユダヤ・イスラエル研究』第２２号，

２００７年。

「森まり子『社会主義シオニズムとアラブ問題 　　 ベングリオンの軌跡
１９０５-１９３９』（岩波書店，２００２年）」『社会思想史研究』第２７号，２００３年。
「オットー・バウアー『民族問題と社会民主主義』（丸山敬一，他訳，御茶の

水書房，２００１年）」『アソシエ』第７号，２００１年。

「ゴットフリート・ワーグナー『ワーグナーと人種差別問題』（岩淵達治訳，

BOC出版部，１９９５年）」『世界文学』第８２号，１９９５年。
「植村邦彦『同化と解放 　　 １９世紀「ユダヤ人問題」論争』（平凡社，１９９３
年）」『経済学史学会年報』第３２号，１９９４年。

「増谷英樹『ビラの中の革命 　　 ウィーン・１８４８年』（東京大学出版会，１９８７
年）」『一橋論叢』第９７巻第６号，１９８７年。

項目を分担執筆した事典

社会思想史学会（編）『社会思想史事典』丸善出版，２０１９年。

石塚正英・柴田隆行（監修）『哲学・思想翻訳語事典』論創社，２００３年。

的場昭弘，他（編）『新マルクス学事典』弘文堂，２０００年。

その他（さまざまな雑誌，新聞等で執筆の機会を与えていただいたが，ここではその

　　　一部を記すにとどめた。）

「第一次大戦から１００年：ナショナリズム」『京都新聞』２０１５年６月２０日。

「現代ユダヤ人問題の起源」『毎日新聞』東京版，２０１５年１月２９日夕刊。

「二つの帝国崩壊と国籍・無国籍問題」『図書新聞』第３１７１号（２０１４年８月１６日）。

「ハルビンのユダヤ人墓地」『セーヴェル』第３０号，２０１４年。

「国歌における男女同権 　　 オーストリア国歌の歌詞改訂によせて」『日本
学術会議中部地区会議ニュース』第１３３号，２０１２年。

「昨日の世界のユダヤ人 　　 ウィーン・ユダヤ人社会史のなかのフロイト」
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岩波書店『フロイト全集月報』第１８号，２０１０年。

「向こう岸が見えるまで」『学術の動向』第１４巻第１１号，２００９年。

「小国リトアニアの歴史認識問題」『学術の動向』第１４巻第３号，２００９年。

「ディアスポラの民のアイデンティティ 　　 ユダヤ人とは何者か」『日本学
術会議中部地区会議ニュース』第１２５号，２００８年。

「優生学と倫理」金沢大学２１世紀COEプログラム「発達・学習・記憶と障害の
革新脳科学の創成」倫理指針研究会『講義集　研究者になりたい人のための

倫理 　　 先端科学を中心に』２００６年。
「民族問題から見た中・東欧史研究の課題」『近世中・東欧における地域とア

イデンティティ』京都大学大学院文学研究科，２００４年。

「ヨーロッパ・永遠のユダヤ人の鏡像」『学鐙』第９８巻第３号，２００１年。

「マルクスとユダヤ人問題」『アエラムック・マルクスがわかる』朝日新聞社，

１９９９年１０月１０日号。

主要口頭報告（多くの場で口頭報告や講演の機会を与えていただいたが，ここでは主

　　　　　　たる学会報告を記すにとどめた。）

「帝国・国民国家・ユダヤ人 　　 第一次世界大戦と中東欧のユダヤ人」会
議名：愛知教育大学歴史学会，２０１７年１１月１８日，愛知教育大学。

「ホロコースト後のユダヤ人の行方」会議名：神戸・ユダヤ文化研究会２０１６

年第１回文化講座，２０１６年６月４日，兵庫県私学会館。

“Inter-Ethnic Relations in Colonial Manchuria: Russians, Jews and Japanese”, 
ICCEES（International Council for Central and East European Studies）IX World 
Congress, August ４, ２０１５, Kanda University of International Studies, Makuhari.
「ユダヤ人ネットワークの実像と虚像 　　 世界イスラエル連合から『シオ
ンの賢者の議定書』へ」　会議名：東欧史研究会２０１５年度大会シンポジウム

「東欧史におけるネットワーク」，２０１５年４月２５日，大正大学（西巣鴨校舎）。

「満洲 　　 ロシア人・ユダヤ人・日本人の交錯」会議名：第６４回日本西洋
史学会大会小シンポジウム「ヨーロッパ・ユダヤ人問題の波及」，２０１４年６

月１日，立教大学。

「未完の戦争：東部戦線によせて」会議名：第６３回日本西洋史学会大会小シ
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ンポジウム「第一次世界大戦再考」，２０１３年５月１２日，京都大学。

「二つの顔を持つ国 　　 第二次世界大戦後オーストリアの歴史認識問題」
会議名：第１０８回史学会大会公開シンポジウム「越境する歴史学と歴史認識」，

２０１０年１１月６日，東京大学（本郷）。

「中欧ユダヤ人のアイデンティティ複合とシオニズム」会議名：第５７回日本

西洋史学会大会シンポジウム「国民国家とアイデンティティ複合」，２００７年

６月１６日，新潟コンベンションセンター。

「犠牲者神話の犠牲者 　　 オーストリアにおける過去の克服とユダヤ人」
会議名：日本ユダヤ学会第１回大会，２００７年５月２６日，早稲田奉仕園。

「拡大EUとホロコースト研究」会議名：同志社大学CISMORユダヤ学会議シ
ンポジウム「日本におけるユダヤ学の現状」２００５年１２月１０日，同志社大学。

「西ウクライナの２０世紀」会議名：第１０１回史学会大会公開シンポジウム「第

一次世界大戦と世界」，２００３年１１月８日，東京大学（本郷）。

「反ユダヤ主義とシオニズム 　　 ユダヤ人の発見」会議名：日本独文学会秋
季大会，２００２年９月２８日，新潟大学。

「歴史研究者の主体性と責任」会議名：国立民族学博物館国際シンポジウム

「歴史叙述の現在 　　 歴史学と人類学の対話」，２００１年１１月１３〜１５日，国立
民族学博物館。

「ウィーンのユダヤ人 　　 同化と異化のはざまで」会議名：歴史学研究会
２００１年度大会「近代史部会」，２００１年５月２７日，青山学院大学（青山キャンパ

ス）。

「世紀末ウィーンのユダヤ人」会議名：日本イスラエル文化研究会，１９９４年

１２月３日，神戸女学院大学。

「自由主義的ユダヤ人解放論とシオニズム」会議名：社会思想史学会第１３回

大会，１９８８年１０月８日，立正大学。

”Der eurozentristische Antisemitismus des Vormärz“ 会議名：日独歴史学シンポ
ジウム「近代反ユダヤ主義研究の現状と問題」，１９８７年１０月１９日，東京外国

語大学。


